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        　　　　　一

        　

        　今から少し昔、鳥羽とばの辺りに高柳宰相さいしょうという人がいた。三十歳を過ぎても子どもが授からず、どうしたものかと嘆いて神仏に祈っていたところ、その効験こうけんだろうか、やがて北の方に懐妊の兆しが現れたので限りなく喜んだ。

        　十月上旬に姫君が生まれ、手の上で玉を扱うように大切に育てられた。姫君の容姿はあらゆる面において優れて、光り輝くようだった。

        　年月が重なるままに姫君は成長し、十四、五歳になった。吹く風や立つ波に心を寄せて和歌を詠み、漢詩を吟ぎんじ、何でもない遊びでも滅多めったにない様子だったので、両親は並々ならず慈しみ、「このまま粗略に扱うのは気の毒なので、いずれ宮仕えに出したい」と考えた。

        　姫君の気立ては素晴らしく上品で、庭の花々が咲き乱れ、四方の山が霞かすみ渡って趣おもむき深い夕暮れに、乳母子めのとごの月さえという女房をただ一人お供にして花園に足を運び、花と戯れて無心で遊んだ。

        　

        　この辺りは狐きつねが多くすんでいる場所だったが、折しも花園にいた一匹の狐が、驚いたことに姫君に一目惚ぼれした。

        「何と愛らしい容姿だろう。遠くからでも構わないので、時々、あの方の姿を見ていたい」

        　狐は木陰に隠れ、落ち着きなく思いを寄せた。

        　やがて姫君が帰途につくと、ここにいても仕方ないと狐は塚に帰り、座って自分の身体をぼんやりと眺めた。

        「わたしは前世のどのような報むくいで、このような獣として生まれてしまったのだろう。美しい人を見初そめて及ばぬ恋路に苦しみ、むなしく死んでしまうのが恨めしい」

        　さめざめと泣き、伏せったまま思い悩んだ。

        「うまく化けてあの姫君と結ばれたいものの、改めて考えると、もし自分と連れ添ったら姫君は間違いなく身を滅ぼしてしまう。両親を欺くことになるだけでなく、類たぐい稀まれな容姿のあの方を破滅させてしまうのはかわいそうだ」

        　あれこれと思い乱れる狐は、食事を取らぬまま日々を過ごすうちに疲労がたまり、伏せがちになってしまった。しかも、ひょっとしたら姫君に会えるかもしれないと、よろめきながら花園に出ては人に見つかって、石礫いしつぶてを投げられて傷を負い、矢を射かけられ、ひどく心を焦がす様は誠に不憫だった。

        　狐は露つゆや霜しものようにすぐに死ぬことができない自分の命をつらく思い、「どうにかして姫君のそばで毎日、顔を見て心を慰めたい」と思い巡らした。

        　

        　とある家に、息子は何人もいるものの娘がおらず、「たくさんいる子どもたちの中に女の子が一人いたらよかったのに」と毎日嘆いている夫婦が住んでいた。

        　これを知った狐は十四、五歳の美しい娘に化けて家を訪ねた。

        「わたしは右京の辺りに住んでいた者です。縁者が一人もいなくなり、頼むべき人がいないまま、足に任せてさまよってここまでやって来ましたが、行くべき場所がありません。どうかお助けください」

        　主あるじの女房が娘を見つめながら答えた。

        「何と気の毒なことでしょう。とても普通の人とは思えないのに、どうしてこのような所まで来たのですか。いっそのこと、わたしたちを本当の親だとお思いなさい。息子は数多くいても娘は一人もいないので、以前からずっと欲しいと思っていたのです」

        「そのお言葉、誠にかたじけなく存じます。どこを目指したらいいものかと悩んでいたのです」

        　夫婦はとても喜び、娘を家に住まわせてこよなく愛した。

        　

        　娘をどうにかしていい男と結婚させようと、夫婦は何度も縁談の機会を設けた。だが、娘は少しも相手に打ち解ける様子がなく、しばしば泣くので、夫婦は慰めながら尋ねた。

        「もし好きな相手がいるのでしたら、包み隠さずに話してくれませんか」

        「決してそのようなことはありません。つらい身の上を思い悩み、このように陰鬱いんうつな有様ですので、輿こし入れはまったく考えておりません。ただ、愛らしい姫君のそばにいるような宮仕えがしたいと思っています」

        「いい殿方とのがたに嫁がせようと思っていましたが、そのように考えているのでしたら、ともかくこれから話すことはあなたの希望に添っているはずです。――この辺りでは、高柳殿の姫君が立派な身分で優美なお方です。わたしの妹が高柳殿のお屋敷で仕えていますので、一度聞いてみましょう。悩み事があったら、どんなことでもわたしたちに相談してください。あなたに悪いようにはしませんから」

        　話を聞いた娘はとても嬉うれしく思った。

        　このように語らっていたところに、ちょうど女房の妹がやって来たので経緯を話し、申し入れてみることになった。屋敷に戻って姫君の乳母に説明すると、「そのような事情ならすぐに参上させるように」と承諾してもらえたため、夫婦は喜んで身支度を調え、娘を屋敷に送り出した。

        　娘はとても愛らしい容姿だったので姫君も大いに喜び、「玉水の前」と名付けられた。


        　

    

    
        　　　　　二

        　

        　玉水はさまざまなことにつけて優雅に上品な風情で、何気ない遊びなども含めて、朝夕、姫君のそばで慣れ親しんで仕えた。朝に手水ちょうずで顔を洗い、夜に姫君の乳母子めのとごの月さえと同じ衣の下で寝るまで立ち去ることなく、いつも一緒にいた。

        　

        　庭に犬がやって来ると、玉水は顔色が変わって身の毛がよだち、食事が喉を通らなくなった。極度に恐れる様を心苦しく思った姫君は、屋敷から犬を追い出した。

        　だが、このような二人の関係を妬ねたむ者もいた。

        「何とも大げさな恐れ方だ。姫君の寵愛ちょうあいが羨うらやましいことよ」

        　

        　月日が過ぎ、五月中頃の月の冴さえ渡ったある夜、姫君は御簾みすの端はし近くまでいざり出て物思いにふけっていると、時鳥ほととぎすがやって来て通り過ぎた。

        　

        	郭公ほととぎす雲居くもゐのよそに音をぞ鳴く

        （雲の彼方かなたから、ほととぎすの鳴く声が聞こえます）

        　

        　姫君が上かみの句を詠むと、玉水がすぐに下しもの句を詠んだ。

        　

        	深き思ひのたぐひなるらむ

        （きっと、姫さまのことを愛しているのでしょう）

        　

        　そのまま二人で思いを語り合っているうちに、どうしたことか、姫君は心の中で玉水のことを慕わしく思うようになった。

        「ひょっとしてこれは恋なのだろうか。それとも、わたしたちを恨む他人の心が乗り移ったのだろうか」

        　奇妙なことだと思いつつ、姫君は歌を詠んだ。

        　

        	五月雨さみだれの程は雲居くもゐの郭公ほととぎす誰たが思ひ寝ねの色を知るらむ

        （五月雨の間、雲の彼方かなたにいるほととぎすを、恋しく思いながら独り寝していることを誰が知っておりましょう）

        　

        　すぐに玉水が返歌を詠んだ。

        　

        	心から雲居くもゐを出いでて郭公ほととぎすいつを限りと音をや鳴くらむ

        （雲を越えてやって来たほととぎすの鳴き声が、「いつまでも一緒にいます」と心から告げているように聞こえます）

        　

        　続いて月さえも詠んだ。

        　

        	覚束おぼつかな山の端はいづる月よりも猶なほ鳴きわたる鳥の一声

        （山の端はから出る月よりも、鳴きながら渡る鳥の声の方が待ち遠しく感じます）

        　

        　話しているうちに夜が更けたので、姫君と月さえは部屋の中に入ったが、玉水は「月が名残惜しいので」と言ってその場に残った。

        　

        　玉水は来きし方かた行く末に思いを馳はせた。

        「それにしても、わたしはいつまでの命で、最後にはどうなってしまう身の上なのだろう」

        　自然に涙が溢あふれ、袖が絞れるほどに泣きながら歌を詠んだ。

        　

        	思ひきや稲荷いなりの山をよそに見て雲居くもゐはるかの月を見るとは

        （稲荷山いなりやまを遠くに眺めながら、雲の彼方かなたに浮かぶ月を見ることになるとは思いも寄りませんでした）

        　

        	心から雲居くもゐを出いでて望月もちづきの袂たもとに影をさすよしもがな

        （雲から出て、満月のような姫さまの袂たもとに光を差す方法がないものかと、心から悩んでいます）

        　

        	心から恋の涙をせきとめて身の浮き沈しづみむことぞよしなき

        （恋の涙を堰せき止めて身体が浮き沈みするのは、まったく甲斐かいのないことです）

        　

        　いつまで経たっても玉水が中に入ってこないのを心配した月さえが戻ると、このように歌っているのを耳にし、どういう意味なのかといぶかしんで尋ねた。

        　

        	よそにても哀あはれをぞ聞く誰たれゆゑに恋の涙に身を沈しづむらむ

        （どこか他の場所にいる愛いとしい誰かのために、恋の涙で身を沈めているのですか）

        　

        　これを聞いた姫君が歌を詠んだ。

        　

        	おほかたの哀あはれは誰たれも知らずやと身には習ならはぬ恋路こひぢなりとも

        （この身に慣れない恋路だとしても、世間の愛情は誰も知らないことでしょう）

        　

        「もう夜も更けたので、早くお入りなさい」

        　姫君に促された玉水は泣きながら部屋の中に入り、月さえと一緒に姫君に添い伏した。だが、胸中の思いを口にできないためであろうか、まどろむこともできなかった。


        　

    

    
        　　　　　三

        　

        　こうして月日が過ぎ、八月になった。

        　秋の訪れを告げる初鴈はつかりの鳴き声が身に染みる心地がして、玉水は寂しさが込み上げるのを感じていた。

        　養母からはいつも便りが届き、実の親よりも愛されていた。普段着と一緒に美しく感じのいい衣装が送られてきたが、手紙には恨み言がしたためられていた。

        「どうしてたまに家に帰って、わたしたちを慰めてくれないのですか。あなたのことが心配で、いつも夜に寝覚ねざめてしまいます。わたしたちは生みの親ではないので、あなたは疎遠なままでいても平気なのでしょう」

        　玉水は手紙の返事を書いて送った。

        「わたしもお母さまやお父さまのことが心配で、お二人のことを思わない朝はありません。本当の親ではないとおっしゃるのは、ひどくつらいことです」

        　養母は受け取った手紙を読んで、「あの子の言い分はもっともだ」と涙を流した。


        　

    

    
        　　　　　四

        　

        　時が過ぎ、三年が経たった十月のある日、姫君の親しい人々が大勢集まって紅葉もみじ合わせが行われることになった。その前日、姫君は玉水に、色の美しい葉が多く茂っている紅葉の木を知らないかと尋ねた。

        　夜が更けると、玉水は闇に紛れて屋敷を抜け出し、狐の姿になって鳥羽とば離宮の南にある、きょうだいがすんでいる塚へと向かった。

        　きょうだいたちは玉水との再会をとても喜んだ。

        「今までどこで何をしていたのだ。もう死んでしまったのかと思って、この三年間、ずっと供養していたのだぞ」

        「最近はとある屋敷に住んでいますが、落ち着いてから改めて説明します。それよりも明日、とても大事な用があって、美しい紅葉を探しにやって来ました。どこにあるかご存じありませんか」

        「いい場所がある。手に入れるのはたやすいことだ」

        「嬉うれしい知らせです。それでしたら、高柳のお屋敷の、南の対屋たいのやの縁側に紅葉の葉を置いてもらえませんか」

        「造作もないが、屋敷に犬がいるのではないか」

        「一匹もおりませんので、どうかご安心ください」

        　詳細を言い残して、玉水は屋敷に戻った。

        　

        　帰宅すると、姫君と月さえが待ち受けていた。

        「いつもならこのようなことはなかったのに、いったいどこに行っていたのですか」

        　玉水は笑いながらふざけて答えた。

        「今宵、身分の低い男と契りを結び、屋敷の外で逢瀬おうせを交わしておりました」

        「本当にそのようなことをしていたのですか。それにしては随分と遅かったではありませんか」

        　月さえに続いて姫君が言った。

        「もし、それが事実ならどれほど憎らしいことでしょうか。心が移ると人は変わってしまうのが世の常ですので、きっとわたしは玉水に見捨てられてしまうのですね」

        　姫君の戯たわむれ言を、玉水はとても嬉うれしく思った。

        「ご冗談を。たとえ相手が世にも稀まれな殿方とのがただとしても、姫さまのおそばを離れて結婚するつもりはありません」

        「もう知りません」

        　そう言いつつも微笑ほほえむ姫君を見つめながら、玉水は身に染みる心地がしてひどく申し訳なく思った。

        　

        　さて、玉水のきょうだいたちが山に入って紅葉を探し求めると、二番目の弟が不思議な木を見つけた。五寸ほどの長さのその枝は葉の色が五色ごしきで、それぞれに法華経ほけきょうの文字が浮かび、まるで鮮やかに磨き上げたようだった。

        　翌日の午うまの刻、この紅葉を渡された姫君はとても喜び、玉水を褒めた。

        「これほど見事な枝ぶりの紅葉を見たのは初めてです。他にも多くの枝を譲り受けましたが、これに勝るものはありません。さて、歌を付けないといけませんが、同じことなら玉水が詠んでくれませんか」

        　玉水は、「たまたま上手うまく手に入っただけですので」と言って辞退しようとしたが、姫君がどうしてもと頼むので断り切れなかった。

        「それでしたら、とりあえず書いてみますので、姫さまがご覧になって出来の悪い歌は、他のものと差し替えてください」

        　玉水はそう言いながら筆を執り、心の赴くままに書き始めた。

        　しばらくすると、宰相さいしょうが対屋たいのやにやって来て紅葉を褒めそやし、入れ替わりで北の方も顔を見せた。

        　

        　玉水が歌を書き上げると、姫君は「いずれの歌も趣おもむき深いです」と褒め、五本の枝に歌を結び付けた。

        　

        　青（緑）色の枝には、

        　

        	もみぢ葉の今はみどりに成なりにけり幾千代いくちよまでも尽きぬ例ためしに

        （幾千代いくちよも変わらぬ世の例ためしとして、紅葉の葉が今は緑色になりました）

        　

        　黄色の枝には、

        　

        	黄きなるまで紅葉の色は移るなり我われ人かくは心かはらじ

        （紅葉の葉は黄色に変わりましたが、わたしとあなたの心がこのように変わることはありません）

        　

        　赤色の枝には、

        　

        	くれなゐに幾いくしほまでか染めつらむ色の深きはたぐひあらじを

        （きっと紅くれないになるまで何度も染めたのでしょう。この色の深さは他に類を見ません）

        　

        　白色の枝には、

        　

        	野辺のべの色みな白妙しろたへに成りぬとも此この紅葉ばの色はかはらじ

        （野原が雪で真っ白になったとしても、この紅葉の色が変わることはないでしょう）

        　

        　紫色の枝には、

        　

        	幾いくしほに染めかへしてか紫の四方よもの梢こずゑを染めわたすらむ

        （四方の梢こずえを紫に染めるために、何度も染め返したのでしょうか）

        　

        　と書き付け、残りの枝は姫君が歌を書いた。


        　

    

    
        　　　　　五

        　

        　紅葉もみじ合わせの当日、参加した人々は心を尽くして歌を詠み、美しい色の枝を用意したが、いずれも姫君のものには到底及ばず、五度の合わせはすべて姫君が勝った。

        　この話は世の噂になってやがて帝の耳にも入り、紅葉を奉呈ほうていするように仰せがあった。惜しいことではないのですぐに献上したところ、帝は枝ぶりと歌の見事さに感動した。

        「その姫君をすぐに参上させるように」

        　命じられた時の関白は帝に進言した。

        「宮仕えは間違いなく喜ばしい話ではありますが、高柳宰相さいしょうはみすぼらしい屋敷に住んでいますので、このまま出仕しゅっしさせるのは難しいかと存じます」

        　確かにその通りだと思った帝は、宰相に褒美として三箇所の土地を与えた。長年、望んでいた話だったので宰相は大喜びし、すぐに姫君の参内さんだいの支度を始めた。

        　宰相は玉水にとても感謝し、津国つのくにのかく田という土地を養父に分け与えようとしたが、玉水は固辞した。

        「無縁の身であるわたしに情けを掛けていただいていることがただ嬉しいだけですので、このようなことはまったく思い掛けないことです」

        　だが、度重なる申し出を断り切れず、結局、褒美を受けることになり、養父と養母はこの上なく喜んだ。


        　

    

    
        　　　　　六

        　

        　ある日のこと、物の怪けに取り憑つかれたのだろうか、玉水の養母が病に倒れた。多くの祈祷きとうを行ったものの、月日が重なるにつれて容体が悪化していくように見えたため、夫と息子たちは嘆き悲しんだ。

        「高柳殿のお屋敷にいるあの子に、もう一度会わせてくれるよう、お願いしてもらえませんか。いつも恋しく慕っていたあの子の顔を見れば、きっとこの病も治ることでしょう」

        　養母の様子を伝え聞いた玉水はひどく悲しみ、しばらくの暇いとまを願い出た。

        　里に戻った玉水を見て、養母は心から喜んだ。

        「どのような前世の契りか、毎日、あなたのことが心配でならず、いつ宮仕えを終えてこの家に帰ってくるのかと不安に思っていました。しかし、こうして顔を見せてくれたおかげで安心し、ありがたくも嬉うれしく思っています。このように、千に一つも助かることのなさそうな病を思い掛けず患い、身の置き所がないのを悲しく感じていたのです」

        　そう言って衰えた手を伸ばし、玉水の頭を撫なでながら涙を流すので、玉水は何も言えず、泣くより他になかった。

        　その後、玉水が付ききりで介抱したので、他の息子たちは少し余裕ができ、休息を取ることができるようになった。

        　

        （上巻 了）


        　

    

    
        　　　　　七

        　

        　玉水の養母は、落ち着いている間は心細げなことを口にし、時折、発作が起きると物の怪けに取り憑つかれたように正気を失った。

        　ある時、養母は発作が少し治まってから玉水に向かって言った。

        「このような有様ありさまなので、最後には死んでしまうのでしょう。わたしがこの世からいなくなったら、あなたは誰を母と頼めばいいのかと思うと不憫でなりません。――この鏡はわたしが母から譲り受け、命の限り手放すまいと肌身離さず持っていたものです。わたしの形見と思って受け取ってください」

        　養母は鏡を渡すと、「すぐに宰相殿のお屋敷にお戻りなさい」と勧めたが、見捨て難く思う玉水は里に留とどまり、一日、二日と時が過ぎた。

        　三日後、姫君のもとから手紙が届いた。

        「ご母堂のご病状はまだよろしくありませんか。もし、多少よくなったのでしたら、早く帰ってきてくれませんか。あなたのことを考えると物思いに沈み、悲しみで目の前が真っ暗になった気がします」

        　手紙には歌が添えられていた。

        　

        	年を経ふるはゝその風にさそはれば残る梢こずゑはいかになりなむ

        （年月を経た柞ははその木が風に誘われたら、残される梢こずえはどうなってしまうことでしょう）

        　

        　少し気分が落ち着いていた養母が、この手紙を読んで喜んだ。

        「誠に恐れ多いお言葉です。もしあなたが宮仕えしていなければ、わたしはもうこの世に生きてはいなかったでしょう。とにかくもありがたいことです。実の子よりもあなたのことを誇らしく思います」

        　また、月さえも細やかな筆遣いの歌を送ってきた。

        　

        	初花はつはなのつぼめる色のくるしきにいかに木この葉の色を見聞みきくに

        （今年初めての花のつぼみが、木の葉の色を知って苦しそうな色をしています）

        　

        　しかし、二人の手紙を読んでも玉水の気は晴れなかった。

        　玉水は姫君への返事をしたためた。

        「お気遣いのお言葉、誠にかたじけなく、言葉にも筆にも尽くせません。いつも姫さまのことが心配で、すぐにでも参上したいと思っているのですが、一方で母のことも見捨て難く、少しでも体調が悪い折はそばに付き添い、自分で世話をしたいと思っています」

        　

        	ちりぬべき老木おひきの花の風吹けば残る梢こずゑもあらじとぞ思ふ

        （散ってしまいそうな老木の花に風が吹けば、梢こずえも残らないかと存じます）

        　

        　月さえにも同じように歌を書いて返した。

        　

        	陰かげたのむくち木の桜朽ち果てばつぼめる花の色も残らじ

        （光を頼りに思う、枯れかけた桜の木が朽ち果ててしまったら、つぼみの色も残らないことでしょう）


        　

    

    
        　　　　　八

        　

        　その後、養母が再び物の怪けの発作を起こしたため、家族が集まって嘆いたが、やがて落ち着いて寝たので皆少し安心した。

        　夜更けになり、人々が寝静まって玉水だけが起きていたところ、一本も毛のない禿はげた古狐ふるぎつねがやって来るのを目にした。よく見るとそれは玉水の父方の伯父おじだった。

        　玉水が立ち去る伯父を追い掛け、二人が屋敷から遠ざかると、養母は落ち着いた様子でまどろんだ。

        　

        　玉水と伯父は互いに再会をいぶかしんだ。

        「これは思い掛けないところで会ったものだ。いったいどうしたというのだ」

        「伯父おじさま、わたしはささやかな縁がきっかけで、あの屋敷にいる病人を親として頼みにしています。ここから立ち退いて、あの方を苦しめるのを止めてくれませんか」

        「それはできぬ相談だ。あの者の父親は、儂わしの大切な子をさしたる理由もなく殺したのだ。思い知らされるのは当然のこと。儂もあやつの娘を苦しめて命を奪い、悲願を全うするつもりだ」

        「確かにおっしゃることはもっともですが、仏は衆生しゅじょうや我々のような無性むしょうに『化城けじょう喩品ゆほん』を説きました。業ごうに引かれるまま六道ろくどうに迷い、元の三悪道さんあくどうに戻ることは、身から出た煩悩ぼんのうの焔ほむらそのものです。わたしたちは畜生ちくしょうですので、まだ多くの業因ごういんを抱えていますが、そうはいっても善行ぜんこうを積めば、きっと今度は人の身体で生まれ変わるはずです。人の身体は仏身ぶっしんです。心が正しければ、どうして次の世で仏にならないことがありましょう。この仮初かりそめの世で、いっときの復讐ふくしゅうの念に駆られてあの方を殺してしまったら、その罪だけでなく、大勢の悲嘆を一身に受けることになります。この世のすべては報むくいによるものですので、伯父さまは儚はかなくも猟師の手に掛かってしまうか、もしくは三悪道さんあくどうに戻ることになるでしょう。そうならないためにも、どうかここから立ち去ってあの方をお助けください」

        　伯父は目を剥むいて反論した。

        「人界じんかいに生まれるのが仏の教えによるものならば、この世に現れた仏に命を奪われることもあろう。儂わしが起こした罪ではなく、彼らがみずから招いた罪の結果であるなら、我が身には微塵みじんも咎とがはない。一日中、座禅をして思いを巡らせながら心の内を見ると、我が心には仏になるべき本性ほんしょうがないため、理ことわりを理解するしか手はない。理ことわりを推し測り、このようなものだろうと考え、いつわりの仏性ぶっしょうを理ことわりと見なし、雑念を取り除いて功徳くどくとする。つまり、この仇かたきを憎む気持ちをなかったことにして仏に祈っても無意味なのだ。延喜えんぎの醍醐だいご帝は後世まで慕われた人物であったが、過去の宿業しゅくごうによって無間むげん地獄の底に沈んだ。また、帝の皇子だった空也くうや上人しょうにんは、夢の中で託宣たくせんを受けて悟りを開いたが、それは地獄の底からくすぶる炭を金鋏かなばさみで挟んで取り出すようなものだったと言っている。このような身分の高い者たちでさえ、前世の宿業しゅくごうから逃れることはできないのだ。その一方で、播磨はりまの書写しょしゃに住んでいた女は、雀すずめの子を探し求めている際に法華経ほけきょうの声を聞いたことで、後に聖武天皇の后きさきになったという。確かに、今ここで悪念あくねんを払って慈悲の心を起こし、十悪じゅうあく五逆ごぎゃくの罪人まで導いてくれる阿弥陀あみだの名を頼りにすれば、来世は安泰かもしれない。しかしながら、お前や儂わしは獣の身体に生まれた畜生ちくしょうである。同じ業ごうを抱えた身として、どのようにして仏道に入ると言うのだ」

        「理ことわりをよく理解した上で、仏の力の代わりに謀はかりごとを巡らそうとするのはいっときの心の迷いです。かつて、法然ほうねん上人しょうにんが話していたことをよく覚えています。仏は善悪を区別することはなく、また、道理に合っているかどうかで罪を断じてはならないと。浄飯王じょうぼんのうの悉達多しったるた太子も、王宮を出たからこそ釈迦しゃかになることができました。今、ここで善悪を判断すると、子の仇かたきを取るのは悪で、その者を助けるのは善だと考えます。つまり、善悪を決めるのは仇かたきを殺したいと思う気持ちではなく、その思いを払うことができないのが悪なのです。憎しみを捨てることは悟りであり、生きたまま仏になるのは望ましい姿だと言えます。悪業あくぎょうを尽くして、阿弥陀仏あみだぶつの導きを無下むげにしてはいけません。このことを理解しなければ、仏の効験こうけんは現れないでしょう」

        　玉水の話に、伯父は背中を丸めながら深くうなずいた。

        「このようなありがたい話が聞けたのは、前世でのよき宿業しゅくごうの報むくいであろう。確かにあの者を殺しても恋しき我が子が帰ってくるわけではない。今後はあの子の後生ごしょうを一筋に弔ってやってくれないか。儂わしは入道となり、山奥に閉じ籠こもって念仏を唱えよう」

        　そう言って屋敷から立ち退いた。

        　この狐たちのやり取りを、養母は玉水が誰かと話していると思って聞いていたが、やがて心が軽くなって普通に話せるようになった。

        　玉水は養母に物の怪けに取り憑つかれた経緯を説明し、畜生ちくしょうとはいえども仏心ほとけごころを持った狐だったと伝えると、養母は「そのような事情があったのですか」と得心し、父親が射殺した狐の後生ごしょうを祈って念入りに供養した。

        　その後、玉水は安心して里を離れ、姫君の待つ屋敷へと戻った。


        　

    

    
        　　　　　九

        　

        　十一月になると参内さんだいの準備も進み、人々の目を驚かすほどになった。

        　姫君は内裏だいりに連れて行く女房・女童めのわらわを三十人選んだ。その中には「中将の君」という名を与えられ、一の女房に定められた玉水も含まれていたが、あまり気乗りがしない様子で、いつもしおれた表情でいた。心配した姫君がどうしたのかと尋ねると、玉水は「何となく風邪気味のようです」と言ってごまかした。

        「いったい何を悩んでいるのですか。わたしたちの間に心の隔てはないと思っています。胸の内に秘めて言い出せない悩み事があるのなら、気分を晴らすために話してみませんか」

        　姫君の言葉に、玉水は泣きながら答えた。

        「きっといつかお分かりになることですが、今はまだ申し上げられません。ただ、わたしが死んだ後に、気の毒だったと思い出してください」

        　頑かたくなに事情を話そうとしないため、姫君は胸を痛めた。

        　

        　参内さんだいが近づくにつれて、玉水はさらに塞ふさぎ込んだ。

        「わたしは畜生ちくしょうの身でありながら、姫さまのおそばで仕えていられるのをありがたく思っている。しかし、このように手を伸ばせば触れられる距離から見守り、心を慰めることしかできないのは、何と甲斐かいのない前世の報むくいだろう。思い切って真実を話したいと思うものの、これまで何も知らなかったのに、いきなり人ではないことを告白したら気味悪がられるに違いない。やはり、参内さんだいの折にひっそりと姿を消そう。それにしても、人に化けた姿をこれまで誰にも見破られなかったのは本当に運がよかった」

        　思案の末、「風邪をひいた心地がするので」と断って局つぼねに閉じ籠こもると筆を執り、姫君を見初そめてからこれまでの経緯を巻物に書き綴つづって小さな箱に収めた。

        　

        　玉水は箱を持って姫君のもとを訪れた。

        「このところ何となく世の中が味気なく、恨みがましいものだと思い知らされて、ひどく憂鬱ゆううつに感じています。ひょっとしたら、夜の間に姿を消すことになるかもしれませんので、この箱を姫さまにお渡しします。もし、わたしの身に何かありましたら中をご覧ください」

        　そう言ってさめざめと泣くので、姫君はいぶかしく思った。

        「どうしてそのような不穏なことを口にするのです。このままわたしが死ぬまで見届けてくれるのではないのですか」

        「もちろん、参内さんだいの際にもお供致します。しかしながら、もし何かあったらと思うと心細く、しかも、儀式が始まると人目も多くてお渡しすることが難しいと思いますので、今、どうしても受け取っていただきたいのです。どうかこの箱を大切にしまって、月さえのような親しい者たちにも秘密でお願いします。ごく個人的なものですので、むやみに人に見せるのはどうかお許しください。姫さまがお年を召し、この世を捨てようと思った時に開けてみてください」

        　玉水が話し終えると姫君は涙を流した。

        「ずっと一緒にいて欲しいと思っているのに、そのような先のことを語られるとひどく不安になります。もし、あなたがいなくなったらと考えるだけで、苦しくてなりません」

        　そう言いながらも姫君は箱を受け取り、互いに涙にむせび泣いた。

        　やがて月さえがやって来て、他の人々も忙しく立ち動き始めたのを機に玉水はその場を立ち去り、姫君もさりげなく箱を隠した。


        　

    

    
        　　　　　十

        　

        　その後、玉水は参内さんだいする際の喧騒けんそうに紛れ、牛車ぎっしゃに乗ると言い残したまま、いずこともなく姿を消した。

        　宰相さいしょうは一門の供として場を離れたと思い、他の人々も、玉水が「このところいつも気分が悪い」と嘆いていたのを知っていたので、里に戻ったのだろうと思い込んだ。

        　姫君は突然の行方不明を嘆き、「いったい何があったのか」と玉水の身の上を案じた。しかし、二日、三日と過ぎても、どこにいるという話もなく、里に人を遣わして確認してもまったく消息がつかめない。

        「そうは言っても、誰かが知っているはずですし、そのうちにどこかから帰ってくるに違いありません」

        　姫君は辛抱強く待ち続けたが、五日、十日と経たっても一向に状況は変わらなかった。

        「ひょっとして、何者かに誘拐されてしまったのか、それともどこかで亡くなってしまったのでしょうか」

        　不安に苛さいなまれる姫君は、晴れがましい参内を喜んでいるように振る舞いながらも、その心中はいつも気が気ではなかった。

        　他の女房たちも嘆き合い、「この度の慶事けいじはすべて玉水のおかげだったのに」と悲しんだ。

        　

        　それから程なく、高柳宰相さいしょうは中納言に昇進した。玉水のことはいつも人々の間で評判で、「このように名誉なことがあったというのに、本当にどうしてしまったのだ」と嘆いた。

        　姫君は箱の中が気になっていたものの、帝がいつもそばにいたために開けることができぬまま日々を過ごした。

        　

        　ある日、帝が太政官庁だいじょうかんのちょうに出掛けて不在の折に、姫君は「今なら大丈夫だろう」と密かに箱を持ち出して開けてみたところ、一部始終を記した巻物が収められていた。

        　これはいったい何事かと胸騒ぎしながら文面に目を通す姫君は、その意外な内容に驚きつつも哀れに思った。

        「わたしのために化けていたことを最後まで言わないでいたのは、獣なのに何と殊勝なことでしょう。世にも評判の誠意を尽くしてくれたのに、姿を消さなければならなかったのが不憫でなりません。玉水は滅多めったにない健気けなげな心の持ち主だったのですね」

        　在りし日を思い出し、涙ぐみながら読み進めると、巻物の最後に長歌ちょうかが書き付けてあった。


        　

        	束つかの間まも　去り難かりし　我がすみか

        （いっときも離れ難く思っていた棲処すみかで）

        　

        	君を逢あひ見て　その後は　静心しづごころなく

        （あなたと出会い、その姿を一目見てからはいつも心が落ち着かず、）

        　

        	憧あくがれて　うゐの空にも　迷ひつゝ

        （あなたに憧れ、有為ういの空で迷い続け、）

        　

        	はかなき物を　数ならぬ　憂うき身なりける

        （頼りにならないのは取るに足らない、つらい身の上でした。）

        　

        	物ゆゑに　すゞろに身をば　つくし舟

        （このため、ひたすら身を尽くしましたが、船を）

        　

        	漕こぎ渡れども　晴れやらで　浪なみに漂ただよふ

        （いくら漕こいで渡っても、心が晴れることはなく、恋の波に漂っていました。）

        　

        	篠蟹ささかにの　糸筋よりも　微かすかにて

        （蜘蛛くもの糸よりも細くて頼りない）

        　

        	過ぎにし月日　数かぞふれば　唯ただ夢とのみ

        （過ぎ去った月日を数えているうちに、すぐに夢と）

        　

        	成りにけり　我が身一つは　如何いかにせん

        （なってしまいました。たった一人で、これからどうしたらいいのでしょうか。）

        　

        	君さへ長き　恨みをば　負ひなん事の

        （あなたが長生きしてくれるのなら、この恋の恨みを負うことは）

        　

        	由よしなさよ　朝夕君を　見る事も

        （何でもありません。朝夕、あなたの姿を見ることが）

        　

        	身の類たぐひぞと　慰めて　夢現うつつとも

        （わたしの定めだと心を慰め、これが夢であろうと現実であろうと、）

        　

        	別わき難く　明し暮しつ　面影を

        （別れたくないと思いながら日々を過ごしました。あなたの面影は）

        　

        	何時いつの世までも　変かはらじと　思ひ明石あかしの

        （いつまでも変わらないだろうと思いながら、明石の）

        　

        	浦に出でて　潮干しおひの貝も　拾ふかな

        （浦に出て、潮干潟しおひがたの貝を拾いました。）

        　

        	蜑あまの焚たく藻もの　夕けぶり　棚引たなびく方も

        （海人あまの燃やす藻塩もしおが、夕煙ゆうけむりとなって棚引たなびく方角に）

        　

        	なつかしや　島伝ひにて　みるめ刈る

        （心を惹ひかれ、島を伝いながら海松藻みるめを刈る）

        　

        	蜑あまの子どもに　有らねども　乾かはく間もなき

        （海人あまの子どもではありませんが、涙で衣が乾く暇もありませんでした。）

        　

        	袖の上に　訪とひ来る風も　ほしかねて

        （しかし、袖の上を吹いていた風もやがて干しかねて、）

        　

        	靡なびく気色けしきを　余所よそに見て　思ひ知られぬ

        （異なる方角になびいてしまった様を目まの当たりにし、ひどく思い知らされた）

        　

        	身の程も　遂つひに甲斐かひなき　心地して

        （身の程が、最後には甲斐かいがないように思われました。）

        　

        	たゞ一筆ひとふでを　すさみ置く　玉章たまづさばかり

        （ただ心の赴くままに筆を走らせたこの手紙だけが、）

        　

        	身に添へて　長き思ひの　しるしぞと

        （長年、わたしが抱き続けた思いの証しとなります。）

        　

        	常にとぶらふ　心あらん　後の世までの

        （あなたのことが気掛かりな気持ちが失われない限り、たとえ後世までの）

        　

        	掛橋かけはしと　なりても君を　守りてむ

        （掛け橋にすぎなくても、あなたを見守ります。）

        　

        	斯かかる憂うき身を　人知れず　とぶらはしとは

        （このつらい身の上を人知れず慰めようと、）

        　

        	をののやま　またたついなや　色に出いでて

        （小野山おのやまに戻りましたが、すぐにあなたへの思いが溢あふれ出て、）

        　

        	また例ためしなき　たぐひをも　思ひ出いでよの

        （またとない美しい姿を思い出してしまいました。）

        　

        	心にて　只ただ書きすさむ　水茎みづぐきの

        （ただ心のままに走らせるこの筆は、）

        　

        	岩根いはねをいづる　山川の　谷水よりも

        （岩の間から湧き出た山の谷水よりも）

        　

        	処狭ところせき　袂たもとの露つゆを　君は知らじな

        （激しく、わたしの袂たもとが涙の露つゆで濡ぬれていたことを、あなたは知らなかったかもしれませんが、）

        　

        	色に出て　言はぬ思ひの　哀あはれをも

        （面と向かって伝えることのできなかった切ない思いも、）

        　

        	此この言の葉に　思ひ知らなむ

        （ここに綴つづった言葉でお分かりいただけるかと思います。）

        　

        	漏もれ出いでて　また還かへらむと　玉水の

        （零こぼれ落ちた水が再び元の場所に戻るように、玉水のような）

        　

        	濁りなき世に　君を守らむ

        （濁りなきこの世で、あなたを見守り続けます。）


        　長歌ちょうかに続き、奥に二首の和歌も書き付けてあった。

        　併せて、事細かに注意事項が記されていた。

        「これは人に飽きられず、老いることもなくなる箱です。連れ添う人の愛情を増す効果がありますので、姫さまに差し上げます。ただし、帝と一緒にいる間は、絶対に内側の懸子かけごを開けてはなりません。この世が厭いとわしくなり、出家しようと思った折に開けてご覧ください」

        　読み終えた姫君は、愛いとしさと悲しさに胸が締め付けられた。

        　このように、玉水は獣の身でありながら優しい心の持ち主であった。

        　

        　この哀れ深い話を後世に残すべく、ここに書き記す。

        　

        （下巻 了）


    

    
        その他（補足説明）

        　

        ■作品概要

        　

        　本作『玉水物語』は『御伽草子おとぎぞうし』の一つで、作者は不明です。

        　この『御伽草子』とは、室町から江戸初期にかけて流行したジャンルの総称で、子どもや老人、女性向けに分かりやすく書かれた短編の物語を指します。教訓的・童話的な内容のものが多く、一言で説明すると「昔話」になります。よく知られている『一寸法師』や『浦島太郎』なども、この『御伽草紙』に属します。

        　

        　

        ■作品テーマ

        　

        　物語のテーマは、大きく二つあると考えます。

        　一つ目は「他者との絆」で、特に物語の中心となっているのは姫君と人に化けた狐（玉水）との「種族を越えた主従の絆」です。また、人間の両親・狐のきょうだい・伯父との「家族・親族との絆」も丁寧に描かれており、儒教の影響を受けているように思われます。

        　二つ目は「仏教（法華経ほけきょう）による救済」で、玉水と伯父の会話で具体的に語られています。

        　

        　

        ■狐の性別

        　

        　玉水の性別を特定する情報は、原文中に一切ありません。

        　女性に化けて人と接触していましたが、雄の狐だった可能性も否定できません。しかし、姫君たちの記憶にある玉水が、少女の姿をしているのは間違いないと思います。

        　

        　

        ■「玉水」の名に込められた意味

        　

        　主人公に付けられた「玉水」という名は、「玉のように清らかな水」という意味になります。

        　性格や容姿の純真さ・美しさを体現した名前ですが、一方で長歌で触れられている谷川のように、水には激しい一面もあります。また、玉水の最大の武器である筆が、長歌の中で「水茎みずくき」と表現されているのも興味深いです。

        　

        　

        ■『紅葉合もみじあわせ』における結末（参考）

        　

        『玉水物語』の類似作品に『紅葉合もみじあわせ』という御伽草子おとぎぞうしがあります。登場人物やストーリー展開などが『玉水物語』とほぼ同じですが、いくつかの差異があります。

        　

        	一． 短歌や長歌の内容が若干異なる

        	二． 紅葉合もみじあわせの場面が、やや詳細に描かれている

        	三． 養母を苦しめたのは「おち」という名の老いた雌狐である

        	四． 姫君が受け取った箱は手紙の入れ物で、特殊効果はない

        	五． 姫君が手紙を読んで真実を知った後の結末が描かれている

        　

        　最大の違いである結末に関して、該当箇所の現代語訳を以下にご紹介します。なお、あくまで『紅葉合もみじあわせ』の内容であって、『玉水物語』の結末ではないことをご理解の上、参考情報としてお読みください。

        　

        　　　　　※

        　

        　これは、高柳宰相さいしょうが稲荷いなりを深く信仰し、熱心に祈ったことによる効験こうけんで、姫君を授かり、後に若い狐の使いを遣わされたのも稲荷の導きによるものである。後に姫君は后きさきの位に就き、八十過ぎで天寿を全まっとうしたが、存命中に各地に建立した伽藍がらんは今もなお残っているという。

        　このように稲荷の御利益は誠にありがたく、信仰する者は二世に渡って願望が叶かなうという。改めて言うまでもなく、実に頼もしい話である。

        （了）

        　　　　　※


    

    
        主な参考文献

        　

        『室町時代物語大成 第八巻』（角川書店）

        『室町時代物語大成 第十三巻』（角川書店）

        『日本文学大系 第十九巻』（国民図書）

        『玉水物語』（京都大学附属図書館所蔵）

        


        　

        	現げん代だい語ご訳やく 玉たま水みず物もの語がたり

        	水みず谷たに 悠歩ゆうほ 訳

        　

        	二〇一九年二月一日　第一版

        	二〇一九年二月七日　第二版　底本欠損箇所を異本にて補完 等

        	二〇一九年二月九日　第三版　補足説明を追加
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